


















【区分】　　レベル１－レベル２ 様式３

技術の名称 耐候性大型土のう「ツートンバッグ」

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【KT-060144-V】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 国土交通省　関東地方整備局

分類 〔レベル１：仮設工〕、〔レベル２：その他　　　〕、〔レベル３：　　　〕、〔レベル４：　　　〕

使用可能な工事の種類 災害復旧事業等における応急仮設工事及び工事実施のための仮設工事

技術名称 ポリプロピレン製のフレキシブルコンテナを用いた仮設工（三年間仮設）

選定理由

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト 単位当たりの製作据付費 1,243,000円/10m３ 125,000円/10m３ 89.94％の向上 －

ランニングコスト - - - - －

その他 - - - - －

トータルコスト 合計 1,243,000円/10m３ 125,000円/10m３ 89.94％の向上 －

備考

中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により
確認した数値等

③従来技術との比較＜結果＞

構造 積層工法の構造安定 【1年対応品】
盛土高さ8ｍ（7段積み）に相当す
る荷重下でも、袋体として200kN/
㎡以上の圧縮強さを有すること

【3年対応品】
盛土高さ8ｍ（7段積み）に相当す
る荷重下でも、袋体として200kN/
㎡以上の圧縮強さを有すること

【1年対応品】
盛土高さ8ｍ（7段積み）に相当す
る荷重下でも、袋体として367kN/
㎡の圧縮強さを有することを確認
した
【3年対応品】
盛土高さ8ｍ（7段積み）に相当す
る荷重下でも、袋体として327kN/
㎡の圧縮強さを有することを確認
した

向上
（従来技術の基準が不明）

－

施工段階
※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

作業員に対する事故等の発生 ｢土木工事安全施工技術指針｣の
｢第1章総則、第2章安全措置一
般｣による －

現行基準と同等である

－

第3者に対する事故等の発生 ｢土木工事安全施工技術指針｣の
｢第1章総則、第2章安全措置一
般｣による

｢土木工事安全施工技術指針｣の
｢第４章機械・装置・設備一般｣も
厳守すること

現行基準と同等である

－

①耐候性試験 【1年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機300時間（1年に相
当）照射後、240N/cm以上の引張
り強さを保持すること

【3年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機900時間（3年に相
当）照射後、240N/cm以上の引張
り強さを保持すること

【1年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機300時間（1年に相
当）照射後、たて：522N/cm　よ
こ：420N/cmの引張り強さを保持
する事を確認した

【3年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機900時間（3年に相
当）照射後、たて：484N/cm　よ
こ：400N/cmの引張り強さを保持
する事を確認した

従来技術の耐候性試験を2ヶ月程
度しか行っていないのに対し、新
技術は1年又は3年に相当する試
験を行い、基準値以上の強度を
確認したため向上

－

②定荷重下状態の耐候性試験 【1年対応品】
吊り荷重8kg/cmの荷重を加えた
状態でサンシャインカーボンアー
ク灯式耐候性試験機300時間（1
年に相当）照射後、160N/cm以上
の引張り強さを保持すること

【3年対応品】
吊り荷重8kg/cmの荷重を加えた
状態でサンシャインカーボンアー
ク灯式耐候性試験機900時間（3
年に相当）照射後、160N/cmの引
張り強さを保持すること

【1年対応品】
吊り荷重8kg/cmの荷重を加えた
状態でサンシャインカーボンアー
ク灯式耐候性試験機300時間（1
年に相当）照射後、よこ：
295N/cmの引張り強さを確認した

【3年対応品】
吊り荷重8kg/cmの荷重を加えた
状態でサンシャインカーボンアー
ク灯式耐候性試験機900時間（3
年に相当）照射後、よこ：
320N/cmの引張り強さを確認した

従来技術の耐候性試験を2ヶ月程
度しか行っていないのに対し、新
技術は1年又は3年に相当する試
験を行い、基準値以上の強度を
確認したため向上

－

③吊りベルトの耐候性試験 【1年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機300時間（1年に相
当）照射後、４点吊りで30kN/cm
以上の引張り強さを保持すること

【3年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機900時間（3年に相
当）照射後、4点吊りで30kN/cm
以上の引張り強さを保持すること

【1年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機300時間（1年に相
当）照射後、4点吊りで47.1kN/cm
の引張り強さを確認した

【3年対応品】
サンシャインカーボンアーク灯式
耐候性試験機900時間（3年に相
当）照射後、4点吊りで45.5kN/cm
の引張り強さを確認した

従来技術の耐候性試験を2ヶ月程
度しか行っていないのに対し、新
技術は1年又は3年に相当する試
験を行い、基準値以上の強度を
確認したため向上

－

④透水性試験 【1年対応品】
河床材料（砂および砂礫）と同等

程度の1.0×10-2cm/s以上とする

【3年対応品】
河床材料（砂および砂礫）と同等

程度の1.0×10-2cm/s以上とする

【1年対応品】
河床材料（砂および砂礫）と同等
程度の1.01×10-2cm/sであるこ
とを確認した

【3年対応品】
河床材料（砂および砂礫）と同等
程度の1.04×10-2cm/sであるこ
とを確認した

従来技術の耐候性試験を2ヶ月程
度しか行っていないのに対し、新
技術は1年又は3年に相当する試
験を行い、基準値以上の数値を
確認したため向上

－

物性

比較対象とする従来技術

その他

評価項目

評価項目

申請者記入欄

大

　災害復旧工事の緊急を要する応急工事等において、大型土のうとして粉粒状貨物輸送用のフレキシブルコンテナが使用されることが多かった。　粉粒状貨物輸送用のフレ
キシブルコンテナは、①容量1ｍ3に対して最大充填量10ｋN、②耐候性が2ヶ月程度のものが多く、定格重量を超えた過載や過詰による破損、長期間設置や日射条件による
破損などの事例も多く問題点もあった。　新技術は、紫外線を遮蔽する化学繊維を使用し耐候性を向上させ、容量1ｍ3に対して最大充填量20ｋNに対応させた土木用大型土
のうで、透水性と吸出し防水機能を有し、従来技術の問題点の解決を図ったものである。

経済性

申請者記入欄

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性
等は含まない。

耐久性



中 小 ①現行基準値等
②申請技術について実証により
確認した数値等

③従来技術との比較＜結果＞大

⑤開孔径試験 【1年対応品】
O95/D 85＜1.0

【3年対応品】
O95/D 85＜1.0

【1年対応品】
O95/D85が0.342mmであることを
確認した

【3年対応品】
O95/D85が0.349mmであることを
確認した

従来技術の耐候性試験を2ヶ月程
度しか行っていないのに対し、新
技術は1年又は3年に相当する試
験を行い、基準値以上の数値を
確認したため向上 －

形状

- - - - －

能力

- - - - －

材料 品質管理試験と適合性 品質管理は、品質保持上に適切
な製造ロット毎に品質確認検査を
行い、規格値以上であること

品質管理は、品質保持上に適切
な製造ロット毎に品質確認検査を
行い、規格値以上であることを確
認した

- －

施工 使用機械の機種・規格 （1）製作
バックホウ（クレーン仕様）
（2）据付・撤去
　①作業半径6m以下：バックホウ
（クレーン仕様）
　②作業半径6m以上：ラフテレー
ンクレーン（25t吊り）

（1）製作
バックホウ（クレーン仕様）
（2）据付・撤去
　①作業半径6m以下：バックホウ
（クレーン仕様）
　②作業半径6m以上：ラフテレー
ンクレーン（25t吊り）
を使用することを確認した

現行基準と同等である

－

完成物 中詰め材充填後出来形 容量1m3に対し、耐荷重が20kNと
する

容量1m3に対し、耐荷重が20kNで
あることを確認した

従来技術は、容量1m3に対し最大
充填質量が10ｋNのため向上

－

合理化 工程

-

0.35日/10m3 6.25日/10m3

94.40%短縮
－

現場条件 作業空間 中詰め作業及び敷設作業とも機
械施工のため、重機施工が可能
な作業空間（20㎡施工の場合約
200㎡）が必要である

中詰め作業及び敷設作業とも機
械施工のため、重機施工が可能
な作業空間（20㎡施工の場合約
200㎡）があれば施工可能である
ことを確認した

従来技術と同等である

－

適用範囲 土留め構造物 構造体が土圧および自重等によ
る鉛直荷重に対し、圧縮耐力とし
て損傷や破壊することなく安全性
が確保できる高さであることから、
仮設土留め構造物および仮護岸
工として適用する場合には、上載
盛土を含め盛土高さ8ｍ程度ま
で、かつ、1：0.5より緩い勾配を適
用範囲とする

構造体が土圧および自重等によ
る鉛直荷重に対し、圧縮耐力とし
て損傷や破壊することなく安全性
が確保できる高さであることから、
仮設土留め構造物および仮護岸
工として適用する場合には、上載
盛土を含め盛土高さ8ｍ程度ま
で、かつ、1：0.5より緩い勾配を適
用範囲とすることを確認した

向上（従来技術の基準が不明）

－

自然条件

- - - - －

施工管理 出来形管理 中詰め材の袋詰め完了後に袋体
にスプレーにて番号を書き込み、
数量確認および写真撮影を行う

中詰め材の袋詰め完了後に袋体
にスプレーにて番号を書き込み、
数量確認および写真撮影を行うこ
とを確認した

従来技術と同等である

－

難易度

- - - - －

社会環境 生態系への影響 生態系の生息を阻害するような有
害物質を水中に溶出しないこと

生態系の生息を阻害するような有
害物質を水中に溶出しないことを
確認した

向上（従来技術の基準が不明）

－

作業員環境
- - - - －

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有（自社基準）

積算基準等 無（　）

施工管理基準等 無（　）

その他

品質・出来形

施工性

周辺環境への影響

その他
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